と 云ふ痏 へなん だから、 ふるって ゐ たよ。 おまけに 

はち ひら まげ 

その 鉢の開いた頭 へち よんと 鬅 をのつ けて ゐ るんだ。 

よしべ ゑ やっこ あ 

それ も 粋な 由 兵 衛奴か 何 かで ね。 だから 君、 始めて 遇 

どくき 

つたお 客 は 誰でも まあ 毒気 をぬ かれる。 すると 南瓜の 

やつ は、 扇子で 一 つ その 鉢の開いた頭 を ぼんと やって、 

たいこもち おつ 

「どうで げす。 新 技巧 派の 太鼓 持 もた まに は 又 乙 でげ 

せう」 つて 云 ふんだ。 悪い 洒落さね。 

かぼちゃ 

洒落と 云へば、 南瓜に や 何 一 っ芸 らしい 芸 がない。 

しゃれ はう だい だけ 

唯お 客 をつ かまへ て、 洒落 放題 洒落る 丈なん だ。 それ 

が 又 「に はかに 洒落られません」 つて 程に も 行かない 

ゆ ゆか 

ん だから 〔# 「行かな いんだから」 は 底本で は 「行かな いん 



りの 華 魁 だし、 こっち は 片輪 も 同様な、 ちんち くりん 

の 南瓜 だからね。 かうなら ない 前に 聞いて 見 給へ。 僕 

にした つて 噓 だと 思 ふ。 それが あいつに やつらかった 

んだ。 別して 惚れた 相手の 薄雲 太夫が 真にう けな い の 

を 苦に 病んだら しい —— だから こその 人殺し さ。 

うすぐも だ レ J 

何でも その 晚も あいつ は 酔つ ばらって 薄雲 太夫の 側 

へ 寄つ ちゃ、 夫婦に なって くれと か 何とか 云つ たんだ 

たいふ はう い つ じょうだん 

さう だ。 太夫の 方ぢゃ 何時もの 冗談と 思 ふから、 笑 

つてば かり ゐて 相手に しない。 しないば かりなら、 よ 

ひやう し いちべ ゑ わち き ほ 

かったん だが、 何 かの 拍子に 「巿 兵衛 さんお 前 妾に 惚 

れ るなら、 命が けで 惚れな まし」 つて 云つ たんだ さう 



だ。 それが あいつの 頭へ ぴんと来 たんだら う。 おまけ 

なら も あと われ おれ かたき 

に奈良 茂が その後から、 「かうな ると 汝と 己と は 仇 同 

志 や。 今が今で も 命の やりとりして こま そ」 つて、 笑 

きっかけ かぼちゃ 

つたと 云 ふんだ から 機会が 悪い。 すると、 南瓜 は 今 ま 

ではし やいで ゐ たやつ が、 急に 血相 を 変へ ながら 坐り 

直して —— それから 君、 何 を やった と 思 ふ。 あいつが 

そのと ろん こに なった 眼を据 ゑて ハム レットの 声色 を 

使つ たんだ。 それ も 英語で 使つ たんだと 云 ふから、 驚 

か あね。 

あっけ 

これに や 一座 も、 呆気に とられた。 —— とられた 害 

て あ ひ いう せん て ふべ ゑ 

さ。 そこに ゐた手 4 口に や、 遊 扇に しろ、 蝶兵衛 にしろ、 



きかく おく 

英語の 英の字 も わかり やしない。 其 角 だって、 「奥の 

ほそみち 

細道」 の 講釈 はする だら うが、 ハム レットと 来た 日に 

や 名 を 聞いた 事 も あるまい からね。 唯 その 中で たった 

なりきん 

一 人、 成金のお 客に や これが わかる —— そこ は 

亜米利加で 皿 洗 ひか 何 かして 来た だけに、 日本の 芝居 

はつ まらない とあって、 オペラコミックの ミス 何とか 

ひいき ごにんて い 

を 貝頭属 にして ゐ ると 云 ふ 御 人体なん だ、 が もとより 

しゃれ 

洒落 だと 心得て ゐ たから、 南瓜が 妙な 身ぶ り をし なが 

ら、 薄雲 太夫 をつ かまへ て、 「Y011 go not till I set you 

upj ^ TOlass/where you m^y see the inmost psrt of 

youj とか 何とか 云っても、 不相変 げらげら笑って ゐ 



たさう だが ね。 —— そこまで は、 まあよ かったん だ。 

それが ハム レットの 台辞よ ろしく あって、 だんだん あ 

たいふ ま 

いつが 太夫に つめよって 来た 時に、 間の 悪い 時 は 又 間 

の 悪い もので、 奈良 茂の 大将が 一杯機嫌で どこで 聞き 

かじった か、 「 What, ho! help! help! help ！」 と ポロ 二 

ァスの 声色 を 使った ぢ やない か。 南瓜の やつ は それ を 

聞く と、 急に 死人の やうな 顔に なって、 息が つまり さ 

うな 声 を 出しながら、 「HOW, now! A rat? Dead for a 

ducat, dead ！」 と 云 ふが 早い か、 いきなり 奈良 茂の 側 

さめ ざ や わきざし ひつ 

にあった 鮫 鞘の 脇差 を 引 こぬ いて、 ずぶ りと 向う の 胸 

へ 突 こんだん だ。 そこで ほんものの ポロ ニァス なら 



「〇h! I am slain. 」 と 云 ふ 所なん だが、 刀 は 切れる し、 

急所 だし、 うんと 云った きりお 客 は 往生 さ。 その 血 

の 出た 事ったら なかった さう だよ。 

「見や あがれ。 己 だって 出たら めば かり は 云 やしね 

かぼちゃ はふ 

え ご —— 南瓜 はさう 云って、 脇差 を 抛り 出した さう だ 

がね。 返り血 も かかつ たんだら うが、 チョッキが 

緋 天絨鴦 なので、 それが さほど 目に 立たない。 人 を 殺 

したって、 殺さな くった つて、 見た所 はやつ ぱリ ちん 

よしべ ゑ やっこ 

ちくりんの、 由兵衛 奴に フロック を 着た、 あの 南瓜の 

いちべ ゑ 

巿兵衛 が、 それでも そこに ゐた 連中に や、 別人の やう 

に 見えたん だら う。 見えたん ぢ やない。 まるで 別 



人に なって しまったんだ。 だから、 あいつが 御用に な 

ひった とりな は 

つて、 茶屋の 二階から 引立てられる 時に や、 捕 網の か 

きリ ほうわう ぬひ 

かった 手の 上から、 桐に 鳳凰の 繡の ある 目の さめる や 

きれい しかけ は お 

うな 綺麗な 仕掛 を 羽織って ゐ たと 云 ふぢ やない か。 な 

うすぐも だ い J 

に 誰の 仕掛 だ。 勿論 薄雲 太夫の さ。 

よし はら うは さ 

それ以来 吉原 は、 今でも あいつの 噂で 持ちき つて 

とかく なん じょうだん 

ゐる やう だ。 兎に角 これで 見ても、 何でも 冗談 だと 

思 ふの は 危険 だよ。 笑って 云った つて、 云 はなく つた 

まじめ 

つて、 真面目な 事 は やっぱり 真面目な 事に ちが ひない 

からね。 

(大正 七 年 二月) 



底本" 「筑摩 全集 類聚 芥川龍之介 全集 第 四 巻」 筑摩書 

一お 

1971 (昭和^) 年 6 月 5 日 初版 第 ー 刷 発行 

1979 (昭和 S) 年 4 月^日 初版 第 U 刷 発行 

入力 ： 土屋隆 

校正 " 松 永正敏 

2 oo 7 年 6 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



